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研究成果の概要（和文）：中西は、DNA維持メチル化の全貌を明らかにした。また、mDPPA3によるUHRF1阻害の分
子構造学的基盤を明らかにした。CDCA7がヌクレオソーム上のヘミメチル化DNA特異的に結合する活性を有するこ
とを見出し、その結合様式の詳細を明らかにすることに成功した。また、PARP1/HPF1複合体によるヒストン
H3ADPリボシル化がLIG3依存的であることを報告した。鵜木はCDCA7とHELLSのICF症候群における役割を同定し
た。藤は、植物特異的な新規非CpGメチル化機構を発見した。

研究成果の概要（英文）：Nakanishi revealed the molecular mechanisms of DNA maintenance methylation. 
He also revealed the molecular structural basis of UHRF1 inhibition by mDPPA3. He found that CDCA7 
could bind specifically to hemimethylated DNA on nucleosomes and succeeded in clarifying the details
 of its binding structural mode. He also reported that histone H3 ADP ribosylation by the PARP1/HPF1
 complex is LIG3-dependent. Unoki identified a role for CDCA7 and HELLS in ICF syndrome. Fuji 
discovered a novel plant-specific non-CpG methylation mechanism.

研究分野： 分子細胞生物学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
世界で初めてDNA維持メチル化機構の全貌を明らかにしたことは学術的意義が非常に深い。またDNA維持メチル化
機構の解明は、老化やその他ヒト疾患の理解にも繋がることからその社会的意義も深い。実際、鵜木による
CDCA7A/HELLSによるDNA維持メチル化機構の解析は、ヒトのICF症候群の理解に強く結びついた。藤の見出した植
物特異的非CpGメチル化の分子基盤の解明は、今後哺乳動物細胞におけるDNAメチル化機構の解明に有用と考えら
れ、その学術的意義は高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

DNA メチル化は最も安定的なエピジェネティクス修飾の一つで、主に CpG 配列中のシトシン残

基の 5 位にメチル基が付加される。DNA のメチル化はメチル化 DNA 結合タンパク質の働きを

介してクロマチン構造を変換する役割を担っており、発生や分化に関わる遺伝子発現やトラン

スポゾンの制御、X 染色体の不活化など様々な生命現象に不可欠な役割を果たしている。ゲノム

DNA 上に確立された DNA メチル化パターンは、DNA 複製に伴い維持 DNA メチル化機構によ

り新生鎖へと正確に伝達される。この分子機構の破綻は、異常な発生や分化、またがんなどのゲ

ノム不安定疾患の原因となる。一方、ヒトを含む高等脊椎動物においては、プロモーター領域に

おける CpG アイランド以外のほぼ全ての CpG 配列が DNA メチル化を受けており、その多くは

遺伝子の存在しない染色体領域に存在するが、その意義は全く不明である。興味深いことに、ゲ

ノム不安定性を示す多くのがん細胞では、異常な DNA メチル化が高頻度で観察されることが報

告された。さらに維持 DNA メチル化酵素 DNMT1 の発現を抑制することによりゲノム不安定性

が誘導されることもわかった。以上のことから、維持 DNA メチル化機構の破綻はゲノム不安定

性の大きな要因であると考えられる。これまで、DNA メチル化による遺伝子活性制御の分子機

構についてはよく理解されているのに対し、DNA メチル化異常によるゲノム不安定性惹起機構

についてはほとんどわかっていない。 

これまで維持 DNA メチル化機構の分子構造学的実体がほとんど解明されていなかったため、維

持DNAメチル化機構の破綻によるゲノム不安定性惹起機構については手がかりすら得られてい

ない。我々はツメガエル卵抽出液を用いた無細胞系生化学的解析法により、1) ヘミメチル化

DNA 結合タンパク質である UHRF1 がヒストン H3 をユビキチン化すること、2)この構造が dual

モノユビキチンという非常に特異な構造であること、3) 新規のモジュールを介して DNMT1 が

この特異な構造を認識してメチル化部位へ集積し、活性化することを明らかにした。さらに、予

備的研究から、PCNA 結合因子である PAF15 が、UHRF1 によりヒストン H3 と同様のユビキチ

ン化を受けることで、早期 DNA 複製部位への DNMT1 局在を特異的に制御していることを見出

した。この研究過程において、ラギング鎖における岡崎フラグメント連結酵素 LIG1 が UHRF1

依存的にヘミメチル化部位に集積していることを見出した。一方藤らは独立して、シロイヌナズ

ナにおいても UHRF1 ホモログの変異体が、DNA 複製ストレスに高感受性を示すことを見出し

た。これらの結果は、DNA メチル化が UHRF1 依存的に LIG1 を集積することで、ラギング鎖合

成を制御していることを強く示唆している。 

 

２．研究の目的 

様々ながん細胞において DNA 低メチル化がゲノム変異に先立って起こることは、DNA メチ

ル化複製異常がゲノム DNA 不安定性惹起の上位で機能することを明白に示している。中西らは

動物から植物に至る多様な細胞において、UHRF1 が新規 DNA 合成鎖への LIG1 の集積を制御し

ていることを見出した。本研究期間内に、ツメガエル卵抽出液、培養細胞、シロイズナズナを用

いた解析から UHRF1 による LIG1 集積の分子機構、UHRF1 欠損がもたらす岡崎フラグメントの

連結異常の解析から、DNA メチル化を介したラギング鎖複製機構の全貌を解明する。 

一方、ゲノムワイドな受動的 DNA 脱メチル化は哺乳類の受精時などに見られる現象であり、

エピゲノムの初期化のみならずゲノム情報の安定維持に重要な役割を果たすが、その分子機構

は明らかでない。中西らは naïve 型多能性幹細胞における DNA 低メチル化維持に必須な因子で



ある DPPA3 タンパク質の添加により、ツメガエル卵抽出液において受動的 DNA 脱メチル化を

再構成することに成功した。この系を利用して、受動的 DNA 脱メチル化機構の分子基盤を解明

し、ゲノム安定性における役割を解明する。これらの成果により本研究領域の目標である、“非

ゲノム情報複製機構と、それらによる細胞増殖・分化制御の解明”に貢献する。 

 

３．研究の方法 

本研究では、中西はツメガエル卵抽出液を用いた生化学的、正常、がん培養細胞を用いた細胞生

物学的、鵜木は ICF 細胞を用いた細胞生物学的、藤は植物を用いた遺伝学的手法を利用し、DNA

メチル化によるラギング鎖複製制御機構を解明する。また、リコンビナント DPPA3 タンパク質

を用いた受動的 DNA 脱メチル化再構成系を用いて、受動的 DNA 脱メチル化の分子機構とそれ

によるゲノム安定性制御について明らかにする。 

 

４．研究成果 

研究代表者の中西は、DNA 維持メチル化は DNA 複製時に生じる片鎖メチル化 DNA を再

び両鎖メチル化 DNA に変換する反応であり、片鎖メチル化 DNA 結合タンパク質である

UHRF1 が DNA メチル化酵素 DNMT1 をメチル化部位にリクルートすることで行われる。

我々は、DNA 維持メチル化の過程を試験管内で再現可能であるアフリカツメガエル卵抽出

液由来の無細胞系を用いて、DNA 維持メチル化の分子機構をさらに明らかにすることに取

り組んだ。まず、DNA メチル化酵素 DNMT1 に結合するユビキチン化タンパク質を網羅的

に探索することで、PCNA結合タンパク質であるPAF15を同定した。その後の解析により、

UHRF1 は PAF15 をユビキチン化することで PAF15 のメチル化部位局在、DNMT1 結合

を促進し、特に早期複製領域で PAF15 依存的な DNA 維持メチル化が主たる経路として働

くことを明らかにした (Nishiyama et al., Nat.commun, 2020)。さらに、DNA 維持メチル

化完了時の PAF15 のクロマチンからの解離が、脱ユビキチン化酵素 USP7 との相互作用を

介した PAF15 の脱ユビキチン化を介して行われることを報告した (Miyashita et al., 

eLIFE, 2023)。 

 また、近年 DNA メチル化阻害因子として同定されたマウス DPPA3 (Stella/PGC7)につ

いても解析を行い、mDPPA3 が UHRF1 のクロマチン結合を強く阻害することを報告した 

(Mulholland et al., Nat.commun, 2020)。その後、さらに解析を進めることで、UHRF1 の

PHD ドメインを標的として強固な複合体を形成することを明らかにするとともに (Hata 

et al., 2022)、mDPPA3 が UHRF1 の SRA ドメインとの相互作用を介してヘミメチル化

DNA 結合を阻害する活性を有することを見出している 

 最近、我々はペリセントロメア領域の低 DNA メチル化を特徴とする ICF 症候群の原因

遺伝子と知られる CDCA7 がヌクレオソーム上のヘミメチル化 DNA 特異的に結合する活

性を有することを見出し、その結合様式の詳細を明らかにすることに成功した。また、

CDCA7 はペリセントロメアなど後期複製ドメインで、ヌクレオソーム化されたヘミメチル

化 DNA に特異的に結合することで、同じく ICF 因子である HELLS とともに UHRF1 に

よるヒストン H3 のユビキチン化を促進することが明らかになっている (Isabel and 

Nishiyama et al., Sci.Adv., under revision)。 

 加えて、UHRF1 結合タンパク質として知られる LIG1 について注目し、解析を進める中

で、PARP1/HPF1 複合体によるヒストン H3ADP リボシル化が岡崎フラグメント連結のバ

ックアップ機構を担う LIG3 依存的な重要であることを明らかにし、報告した (Kumamoto 



et al., Nucleic Acids Res., 2022)。 

研究分担者の鵜木は先天性 DNA メチル化異常症である ICF 症候群とマルチローカスインプリ

ント異常症の分子病態機序の解明に取り組んだ。鵜木は、ICF症候群の原因遺伝子であるCDCA7
と HELLS の変異が、ペリセントロメア反復配列の低メチル化を引き起こす事で、当該領域から

の異常な転写を惹起し、それが R ループの形成を伴った DNA 損傷の原因となって、当該疾患

に特徴的な染色体不安定性を引き起こす事を突き止め（Unoki et al., Sci Rep, 2020）、さらに、当

該疾患の新たな原因遺伝子として UHRF1 を同定した（Unoki et al., Hum Mol Genet, 2023）。ま

たマルチローカスインプリント異常症は初期胚の細胞骨格構成蛋白質の変異に起因するが、こ

れらの蛋白質の中で、NLRP5 が UHRF1 との相互作用を介して互いの蛋白質安定性を高める事

で、初期胚におけるインプリント領域のメチル化維持に必要十分量の UHRF1 を核に留める事

に寄与する可能性を見出した（Unoki et al., in submission）。 
研究分担者の藤は、植物遺伝子内の抑制的 DNA メチル化制御機構や DNA メチル化構築過程の

機構解明についての研究を進め、植物が自身のゲノム DNA からトランスポゾンなど遺伝子破壊

の脅威となる DNA 配列を見出して遺伝子と識別し、特異的に抑制する新規非 CpG メチル化機

構を発見した（To et al., Nature Plants 2020）。また、その機構が働くためにヒストンバリアン

トの関与や CpG メチル化の重要性が示唆された。そこで、当該機構において CpG メチル化の

重要性を検証する研究を展開し、CpG メチル化と非 CpG メチル化は植物において独立に維持

される一方で、非 CpG メチル化の新規構築の際には CpG メチル化とのクロストークが必要で

あること、局所的制御とゲノムワイドな制御の両方が複雑に絡み合っていることを明らかにし

た（To et al., Nature Commun 2022）。また、これら一連の成果についてまとめた総説を発表し

た（To and Kakutani Curr Opin Plant Biol 2022）。 
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Nishiyama Atsuya、Mulholland Christopher B.、Bultmann Sebastian、Kori Satomi、Endo Akinori、
Saeki Yasushi、Qin Weihua、Trummer Carina、Chiba Yoshie、Yokoyama Haruka、Kumamoto Soichiro、
Kawakami Toru、Hojo Hironobu、Nagae Genta、Aburatani Hiroyuki、Tanaka Keiji、Arita Kyohei、
Leonhardt Heinrich、Nakanishi Makoto

11

10.1111/gtc.12732

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Enhanced processivity of Dnmt1 by monoubiquitinated histone H3

Genes to Cells 22～32

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Mishima Yuichi、Brueckner Laura、Takahashi Saori、Kawakami Toru、Otani Junji、Shinohara Akira、
Takeshita Kohei、Garvilles Ronald Garingalao、Watanabe Mikio、Sakai Norio、Takeshima Hideyuki、
Nachtegael Charlotte、Nishiyama Atsuya、Nakanishi Makoto、Arita Kyohei、Nakashima Kinichi、Hojo
Hironobu、Suetake Isao

25



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第110回 日本泌尿器科学会総会（招待講演）

第96回 内分泌学会学術総会　（招待講演）

第23回 日本抗加齢医学会総会（招待講演）

第44回 日本炎症・再生医学会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中西　真

中西　真

中西　真

中西　真

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

Development of anti-aging therapies targetingsenescent cells

老化による全身代謝性メカニズム

老化は治る！

 ４．発表年

 ４．発表年



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第27回 日本癌免疫学会総会（招待講演）

第106回 日本消化器内視鏡学会（招待講演）

第9回 日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演会（招待講演）

第52回 日本免疫学会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

中西　真

中西　真

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

中西　真

中西　真

 ３．学会等名

 ３．学会等名

老化細胞を標的として加齢性疾患を改善する

老化を克服し健康寿命延伸を目指す

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

老化に伴う慢性炎症病態と免疫・がん

 ３．学会等名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第20回 日本消化管学会総会学術集会（招待講演）

ISCPMS（招待講演）（国際学会）

ITMAT 18thAnnual  International Sympo（招待講演）（国際学会）

第10回 DNA損傷応答ワークショップ（招待講演）

中西　真

中西　真

中西　真

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Targeting senescence to improve age-related  diseases

Targeting senescence to improve age-related  diseases

老化細胞を標的として加齢病態を改善する
 ２．発表標題

老化細胞を標的として老化病態を改善する

 １．発表者名
中西　真

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hepato-Diabetology  Conference（招待講演）

日本倶楽部　講演（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中西　真

中西　真

中西　真

中西　真

第31回 日本医学会総会市民向セッション（招待講演）

京都府立医科大学 ガットフレイル研究会特別講演（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

老化は治療できるか？

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

長寿・若返り研究の最前線

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

B6J Aged 研究会（招待講演）

筑波大学 分子生命科学セミナー（招待講演）

中西　真

中西　真

中西　真

中西　真

第19回 Bone Biology　Forum（招待講演）

泉大津市医師会特別講演（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

Targeting senescent cells to improve age-related diseases

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

公益社団法人日本食品化学工学会第70回記念大会（招待講演）

北海道病院 創立70周年記念式典（招待講演）

食品開発展2023（招待講演）

東京工業大学（招待講演）

中西　真

中西　真

中西　真

 ２．発表標題

 ２．発表標題

中西　真

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

老化は克服できるか？

老化細胞除去によるアンチエイジング

老化細胞を標的として加齢病態を改善する
 ２．発表標題

老化を克服して健康長寿を目指す

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

乳がん分子標的治療セミナー（招待講演）

名古屋市立大学医学部同窓会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中西　真

中西　真

中西　真

中西　真

一般社団法人 製剤機械技術学会 第33回大会（招待講演）

東京中小企業 投資育成株式会社（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

老化は治療できるか？

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

老化は克服できるか～健康寿命120歳への挑戦～

老化とがん

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ICHSCR2023（招待講演）

CiRA 2023 International Sympo（招待講演）

中西　真

中西　真

中西　真

中西　真

Change 第2回シンポジウム（招待講演）

日本抗加齢医学会講習会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Targeting senescent cells to improve  aging pathologies

Targeting senescent cells to improve  age-related diseases

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第11回日本腎臓研究会（招待講演）

第16回大阪免疫塾（招待講演）

日立製作所（招待講演）

浜松医科大シンポジウム（招待講演）

中西　真

中西　真

中西　真

 ２．発表標題

 ２．発表標題

中西　真

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

老化細胞を標的として加齢病態を改善する
 ２．発表標題

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第122回　日本外科学会

第69回日本実験動物学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中西　真

中西　真

中西　真

中西　真

成田CKDセミナー（招待講演）

東京経済大学学術講演会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

「老化は制御できるか？」

老化細胞を標的として加齢病態を改善する

「老化を克服し健康長寿を目指す」

「炎症誘発細胞除去による100歳を目指した健康寿命延伸医療の実現」

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回日本肝臓学会総会

第95回　日本内分泌学会学術総会

中西　真

中西　真

中西　真

中西　真

第65回日本腎臓学会学術総会

第51回日本心脈管作動物質学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

「老化細胞除去による加齢現象の制御」

「老化細胞除去により個体老化を制御する」

「Can aging be controlled?」

「老化細胞除去による個体老化制御の可能性」

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40回日本美容皮膚科学会総会

第81回日本癌学会学術総会

第51回日本免疫学会学術会議

第95回日本生化学会大会

中西　真

中西　真

中西　真

 ２．発表標題

 ２．発表標題

中西　真

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

「老化細胞を標的とした新規がん治療戦略」

「老化と免疫」

「老化細胞除去による個体老化制御」
 ２．発表標題

「老化細胞除去による個体老化制御」

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

抗加齢学会メディアセミナー（招待講演）

Inovative Clinical & Research Forum In Niigata（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中西　真

中西　真

中西　真

中西　真

第41回日本認知症学会

第26回造血器腫瘍研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

老化を制御する

「老化細胞除去による個体老化制御

「老化細胞を標的として加齢病態を改善する」

老化細胞除去の衝撃

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

RIKEN Aging Project Seminar（招待講演）

Sendai Renal Research Seminar（招待講演）

中西　真

中西　真

中西　真

中西　真

AMED/ムーンショット7 キックオフシンポジウム（招待講演）

第29回日本乳癌学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Can we dominate the aging process?

炎症誘発細胞除去による100歳を目指した健康寿命延伸医療の実現

老化細胞を除去して健康寿命を延伸する

老化を制御する

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 39th Sapporo International Cancer Symposium（招待講演）

第5回日本循環器学会毛塑研究フォーラム（招待講演）

日本科学技術フォーラム（招待講演）

千里ライフサイエンスセミナーS3（招待講演）

中西　真

中西　真

中西　真

 ２．発表標題

 ２．発表標題

中西　真

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Senolysis:a potential therapeutic target for anti-aging

老化を制御する

老化細胞除去による加齢制御
 ２．発表標題

Role of senescence in agine and cancer

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第36回日本糖尿病合併症学会、第27回日本糖尿病眼学会総会（招待講演）

富士フィルム　Rゼミ（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中西　真

中西　真

中西　真

中西　真

第36回京大放生研シンポジウムⅠ（招待講演）

第80回日本癌学会学術総会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

細胞老化とは？その予防的治療の可能性

ゲノム安定性を中心とした生命医科学研究の最前線～分子機構から病態解明・治療戦略まで～

老化とがん

老化細胞除去による抗老化治療の可能性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第7回マスターズレクチャー（招待講演）

国立遺伝学研究所研究会「染色体安定維持研究会」（招待講演）

中西　真

鵜木元香

鵜木元香

鵜木元香

日本遺伝学会第93回大会

山田科学振興財団 2021年度研究交歓会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

老化は制御できるか？

クロマチンリモデリングが維持DNAメチル化と染色体安定性に果たす役割：ICF症候群研究がもたらした知見

CDCA7/HELLS複合体が繋ぐエピゲノム複製、DNA修復、染色体安定性維持機構,

エピジェネティック制御機構とDNA損傷修復機構のクロストークが守護する染色体の安定性：稀な遺伝病研究がもたらした知見

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本人類遺伝学会第66回大会（招待講演）

第２６回DNA複製・組換え・修復ワークショップ

第44回日本分子生物学会年会,

第39回染色体ワークショップ・第20回核ダイナミクス研究会

鵜木元香

鵜木元香 佐々木裕之

鵜木元香

 ２．発表標題

 ２．発表標題

鵜木元香 佐々木裕之

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

クロマチンリモデリングが維持DNAメチル化と染色体安定性に果たす役割：ICF症候群研究がもたらした知見
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